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会議記録簿 

会議名 飯綱町地域公共交通会議 
  

  

場所 飯綱町役場第一会議室（２階） 

日時 令和 6年 8 月 28 日 14:00～ 

出席者 15 名 

 

1. 開会 

 

2. 挨拶 

峯村町長（会長） 

台風の心配があるなか、お集まりいただき感謝申し上げる。 

今日の会議では、10 月から予定している公共交通の再編、利用の少ない路線の見直しについ

てご意見いただき、ご承認いただきたい。 

先日、駅名の看板デザインを変えたということもあるが、駅前にタクシーが停まっていない

のが寂しい限りである。何とか２台くらいは常駐できるようにしていきたい。ドライバー不

足が深刻な中、今の業務を維持するのでも精一杯という状況だと思われるが、人間の暮らし

に不可欠なのが公共交通である。道や橋などを作ることと同じくらいに公共交通の維持は大

事なことだと再認識しているところである。今日はご審議のほど、よろしく申し上げる。 

 

3. 協議事項 

（１）令和6年10月からのiバスの運行内容等の見直しについて 

資料１について事務局より説明 

【主な意見】 

会長 

フルデマンドが９時から 15 時半までの間で動くということは、場合によればタクシー業者を

圧迫するようなこともあるのではないかと少し心配をしているが、フルデマンドの動かない

時間帯にタクシーがカバーしてくれるようなスタイルでできればと思っている。少なくとも

電車の始発から終電までの間に、一定の時間帯を設定する中でタクシーがデマンドを補填し

てくれるような形で待機してもらえたらとの思いがあるが、まだタクシーについては見通し

が立っていない状況である。今説明のあった原案について、ご意見を頂戴したい。 

 

委員 

フルデマンドというのは、路線のように方面を考えなくてよくて、全町どこにでも行けると

いうことか。 

 

事務局 

朝夕については、これまであった芹沢線、堀越線、奈良本線が休止になり、その時間帯がデ

マンドになる。その路線のラインを使っていた移動が、定時定路線ではなく予約型になると

いう考え方である。 
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日中については、全域（全町）のフルデマンドになる。今までのデマンドは運行するエリア

とまち行便・お帰り便という設定があったため、そのルート以外のところに行くには乗換が

必要だった。今後は町内どこでも行きたいところまで予約していけるようになる。 

また、これまでは１日７便×５エリア＝35便でダイヤを組んでいたが、今後は予約ごとに 30

分くらいの幅をみながら車を柔軟に組んでいくことになるため１日 70 便になるかもしれな

いし、もっと言えば 100 便の運行になる日もあるかもしれない。そういう意味では限りなく

タクシーに近くなる。予約と予約の間に 30分くらいの幅をみるため、タクシーほど時間に対

して厳格にはできないが、少なくとも移動の範囲、移動時間帯に関する自由度がかなり上が

るというようにご理解いただきたい。 

 

委員 

それを調整するのが結構大変そうであるが、誰がやるのか。 

 

事務局 

現在も iバス受付センターでオペレーターさんが受け付けており、AI も導入しているのでそ

の機能も使いながらうまく組んでやっている。今後も同様のやり方で予約を受け付けるが、

いままでのように方面と時間が決まっているわけではなくすべてがフリーになるため、最初

は戸惑うかもしれないが、30分単位で幅をみてどんどん組んでいく形で試験的に実施しなが

ら必要に応じて対応を考えていきたい。今のシステムではなかなか対応が難しいということ

があれば、フルデマンドに特化したシステムを導入するなど、検討していきたい。 

 

会長 

不特定な運行になるため、やってみなければわからないところもあるが、当事業は長電バス

と飯綱ハイヤーにお願いするため、事業者としての意見をぜひ頂戴したい。 

 

長電バス株式会社乗合バス部長 

定時定路線と違い、デマンドになると複数人で乗り合ったり、交通事情によって時間通りに

目的地に着かないこともある。例えば、病院予約する時であれば少し余裕を持った時間で早

めにデマンド予約するなど、利用者側にも理解していただく必要がある。特に駅への移動に

ついては、道路事情もあるため、間に合わなくても文句を言わないでいただきたい。駅まで

の利用の場合は、早めの移動にするか、あるいは次の便でもいいかくらいの気持ちで利用し

てほしい。その方がうちの運転手もあせらずに安全に運行できると思うので、よろしくお願

いしたい。 

 

飯綱ハイヤー代表取締役社長 

今、長電バスさんが言っていただいたことと同様である。それ以上は、特段にはない。 

 

委員 

料金はどこへ行っても 200 円か。 
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事務局 

町内どこでも 200 円である。 

 

委員 

戻る時の予約は、行きの利用で目的地に着いた時に、帰りはこの時間に来てくれとお願いす

る仕方なのか。 

 

事務局 

i バスの受付センターに、行きと帰りの予約を同時にしていただくのが一番いいが、実際のと

ころは、利用者が直接バスの運転手に帰りの予約時間を告げて、バスの運転手が i バスセン

ターに連絡を入れているというケースも少なくない。この仕方でも一応可能ではあるが、原

則はセンターへ予約を入れる形でお願いしていく。 

 

委員 

日中の時間帯にある場所に行きたい時、別のところから乗りたい人と時間が大体合うようで

あれば、乗り合いとなり、その方を迎えに行く分、遠回りになる可能性もあるということか。

それとも、車が空いていれば小刻みに 10 分、20分の差でも手配していくような配慮は AI で

できるのか。 

 

事務局 

運行にかかる時間は 30分位を目安に考えているため、一番最初に乗る方が目的地に着くまで

に 1時間かかってしまうことがないように、最短で動けるよう配車を行うイメージである。 

AI が出したルートをもとに、細かい調整はオペレーターが指示していく。例えば、AIが示し

たルートが実際は効率的でなければ、オペレーターが別ルートを調整し、案内するといった

形になる。 

 

委員 

乗る人も大変かもしれないが、オペレーターも大変かもしれない。やってみるしかない。 

 

会長 

今回の再編については、運輸局の許可をいただいて実行していく形になる。 

長野運輸支局の方からご意見いただきたい。 

 

委員 

意見ではなく確認となるが、デマンドはすでにフィーダー補助金を申請していると思うが、

今年 6 月に協議された令和 7 年度分の計画について、すでに認定申請されているところであ

る。今回の再編でエリアが町内全域に拡大、運行時間が 30分延びたりしているため、サービ

ス提供時間や運行回数が増えたりする可能性があると思うが、計画の内容について変更があ

るのかどうか確認したい。 
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事務局 

エリアが広がった点と、運行時間が 30 分延長しているが、1 日 5 台・7 便という大枠は今後

も変わらない。計画では、年間回数を長電バスが 1 日 3 便の 5 回、飯綱ハイヤーが 1 日 2 便

の１日 7 回運行の目標で申請しており、今後も同様くらいの実績を予想しているため、特に

変更申請する予定は今のところはない。 

 

会長 

県の交通政策では、本当に地域のことを考えて動いてもらってると感謝している。 

意見を頂戴したい。 

 

委員 

朝は２台体制でデマンドを行うとのことだが、例えば異なる路線で同時刻に予約が重なった

場合はどう対応するのか。 

 

飯綱ハイヤー代表取締役社長 

予定では２台としているが、これまで３路線分、３台で動いていため、３台での対応も可能

である。あくまで実証運行なので、最初２台から始め、今後の利用状況をみながら３台にな

る可能性もあるとした体制を整えていく。 

 

会長 

町内のバスは中学生が乗るかどうかでだいぶ数字が違ってくる。その辺りも含めて、小林委

員からご意見を頂戴したい。 

 

委員 

保護者の方は、忙しい中、送迎を行っている。できるだけお迎えせずに済むような形ができ

れば一番良い。学校と地域活動の整合という点では、まだいい仕組みといえない部分もある

ので、保護者の方の負担がどこまで減らせるか、お互いにいい方向に進んでいけばいいと思

う。今回の取組も、まずはやってみることでいろいろな改善点が見えてくると思うので、学

校の問題だけでなく、住民全体にとってより良い方向性が絞られていくとよい。 

 

委員 

ドライバーのことになるが、これまでは時間が決まっていたからある程度、それに合わせて

休憩を取れたと思うが、これからデマンドになると、フルスタンバイのような形でいつ予約

が入るかわからない。今の路線の利用状況が１便１人を割るという状況なため、その心配は

ないかもしれないが、ドライバーの休憩について事業者はどのように考えているか。 

 

長電バス株式会社乗合バス部長 

この資料の中にもあるが、お昼休みは完全に１時間休めるよう交代で対応する。お昼以外の

時間帯は予約が有る無しに関わらずスタンバイは当然しなければいけないが、必ずしもずっ
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と動いているわけでもないと思われるため、それなりに休憩も取れると思う。また、運行時

間の延長についても、今のところはそれほど心配していない。 

 

会長 

ドライバーの休憩は大事なことである。すべての休憩を営業所に戻ってとるというよりも、

町の公共施設であれば、都合のいい場所でドライバーが気軽に休憩を取れるようにしていき

たい。 

一通り意見を頂戴したということで、意見、質疑等はこれ打ち切らせていただき、この計画

で 10月から進めるにあたり、皆さんのご承認をいただきたいと思う。 

これを進めることについて異議はないか。 

 

委員（全員） 

異議なし 

 

会長 

全員の賛同をいただいたと解釈させていただく。 

それでは、10月からこのような運行でさせていただくので、よろしくお願いしたい。 

 

4. その他 

事務局 

報告事項になるが、8 月の駅前の夏祭りに合わせて、長電バスの i バスコネクトを安全のた

めに運休とした。昨年、危険であると交番からも注意されていたので、今年は運休について

早めに呼びかけ、最後の便を休止とし、お祭りが安全に滞りなく行われたことをご報告申し

上げる。 

 

会長 

ついでにもう一言申し上げると、町内には県立北部高校がある。この生徒の約 7 割は長野市

からのお子さんが通っている。学校の方からは、駅から高校までバスが通ると嬉しいと要望

をもらっている。運行時間帯からいって現状の体制の中では希望に応えられないという状況

である。諸般の問題が解決していけるようなことになれば、今後、北部高校のバス路線につ

いても皆さんにお諮りすることもあるかもしれない。高校の存続という点も含め、考えてい

きたいと思っているのでよろしくお願いしたい。 

 

5. 閉会 

 

 

以上 

 

 


